
蘭
らん

華
か

寺
じ

　平成元
年に日本
で最初に
設立され
たスリラ
ンカの寺
院。布教活動をはじめ、全国の仏
閣・団体を回り法話を通して正し
い仏教の導きを行っています。ま
た幼児教育を中心とした子どもた
ちへの文化の伝導も活動の一つ
です。毎月第2・3土曜日には、瞑
想教室を開催。日常生活から離れ、
頭を空にしてストレス解消をして
みてはいかがですか？皆さん日本
語が堪能なので、お気軽に連絡し
てください。
問宗教法人蘭華寺（笄島3318-5）

☎(56)1394

加藤洲子育て観音
　加藤洲の観音
様こと「長善院」
は、子育ての観
音様として昔か
ら広く知られて
います。休日に
は健康で明朗な
子に育つように
と、祈祷に訪れ
る母子の姿が多く見られます。ひ
きつけ・夜泣きの激しい子には

「蟲
むし

封
ふうじ

」の祈祷も施しています。
問長善院（加藤洲518）☎(56)1460

ＹＯＤＡＵＲＡ

歴史散策

開催まで
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水
と
花
の
郷

思
しあん

案橋

黄
こうもん

門橋

憩
いこ

いの橋

偲
しの

ぶ橋

金
きんぽうじゅ

宝樹の橋

藤
ふじみ

見の橋

見
みかえ

返り橋

水
すいせん

仙橋

子
こそだ

育ての橋

想
おも

い出
で

橋

十
いざよい

六夜橋

行
よしきり

々子橋

　

江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
を
今

に
伝
え
る
水
路
。
そ
こ
に
は
、

一
つ
ひ
と
つ
名
前
が
つ
け
ら
れ

た
12
の
橋
が
架
け
ら
れ
、
カ
ス

リ
の
モ
ン
ペ
姿
で
笠
を
か
ぶ
っ

た
女
船
頭
さ
ん
が
、
巧
み
な
竿

さ
ば
き
で
サ
ッ
パ
（
笹
葉
）
舟

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、﹁
あ
や
め
祭
り
﹂
期

間
中
は
特
に
賑
わ
い
を
見
せ
、

舟
上
か
ら
買
い
物
が
で
き
る
水

上
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
が
あ
っ
た
り

と
、
風
情
も
ひ
と
し
お
で
す
。

問
十
二
橋
舟
め
ぐ
り
遊
覧
船

奥
水
郷
観
光
協
同
組
合

�

☎
（56）
1
8
3
7

中
洲
船
頭
組
合

�

☎
（56）
0
9
6
8

与
田
浦
観
光
組
合

�

☎
（56）
0
1
8
3

　

加
藤
洲
十
二
橋
が
架
か
る
新

左
衛
門
川
の
両
岸
に
は
、
芝
桜

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
4
月

上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
小

さ
く
可
憐
な
芝
桜
が
一
面
に
広

が
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
鹿
島
線
と
与
田
浦
が
交

差
す
る
場
所
に
あ
り
ま
す
。
野

球
場
の
ほ
か
、春
に
は
菜
の
花
、

秋
に
は
コ
ス
モ
ス
が
咲
き
誇
り

ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
鹿
島
線
の
駅
で
、
高
架

線
上
に
あ
る
無
人
駅
。
駅
を
降

り
る
と
周
囲
に
は
田
園
風
景
が

広
が
り
、
水
郷
の
景
観
を
満
喫

で
き
ま
す
。

　

東
洋
一
の
花
菖
蒲
園
、
日
本

一
の
ハ
ス
園
で
名
高
い
植
物

園
。
4
0
0
品
種
1
5
0
万
本

の
花
菖
蒲
と
、
3
0
0
品
種
以

上
の
花
ハ
ス
が
咲
く
そ
の
景
観

は
見
事
で
す
。

　

現
在
は
、
6
月
30
日
㈫
ま
で

﹁
あ
や
め
祭
り
﹂
が
開
催
中
で
、

園
内
水
路
で
も
女
船
頭
の
サ
ッ

パ
舟
に
ゆ
ら
れ
、
ゆ
っ
た
り
と

花
菖
蒲
を
観
賞
で
き
ま
す
。

問
水
郷
佐
原
水
生
植
物
園

☎
（56）
0
4
1
1

　
﹁
利
根
川
の
自
然
と
歴
史
﹂

﹁
千
葉
県
の
農
業
﹂
が
テ
ー
マ

の
博
物
館
。
香
取
・
海
匝
地
域

な
ど
、
利
根
川
下
流
の
東
下
総

地
方
を
中
心
と
し
た
歴
史
、
民

俗
、
自
然
に
関
す
る
資
料
を
収

集
・
展
示
し
て
い
ま
す
。

問
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
大
利

根
分
館�

☎
（56）
0
1
0
1

　

国
指
定
の
重
要
文
化
財
で
あ

る
横
利
根
閘
門
は
、
水
位
差
が

あ
る
利
根
川
と
横
利
根
川
を
船

舶
で
航
行
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
の
施
設
で
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
運
河
を
思
わ
せ
る
レ
ン
ガ

造
り
で
、
パ
ナ
マ
運
河
の
構
造

に
似
て
い
ま
す
。

　

周
辺
は
、
横
利
根
閘
門
ふ
れ

あ
い
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、

桜
の
名
所
、釣
り
の
名
所
な
ど
、

憩
い
の
場
と
し
て
、
の
ん
び
り

と
過
ご
す
の
が
お
勧
め
で
す
。

　

横
利
根
川
は
、
関
東
随
一
の

ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
の
メ
ッ
カ
と
し

て
知
ら
れ
、
多
く
の
釣
人
が
訪

れ
ま
す
。
放
流
も
定
期
的
に
行

わ
れ
、
舟
釣
り
や
丘
釣
り
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

与
田
浦
観
光
に
は
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
お
持
ち
に
な
っ
て
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課　

☎
（50）
1
2
1
2

四
季
折
　々

　
　

花
と
自
然
が
楽
し
め
る
与
田
浦

加
藤
洲
十
二
橋
舟
め
ぐ
り

新
左
衛
門
川
の
芝
桜

水
郷
佐
原
水
生
植
物
園

横
利
根
閘
門

千
葉
県
立
中
央
博
物
館

大
利
根
分
館

パ
ン
フ
を
片
手
に

多
く
の
釣
り
人
が
訪
れ
る

Ｊ
Ｒ
十
二
橋
駅

与
田
浦
十
二
町
歩

元気と笑顔があふれるまち



【行政情報】

介
護
保
険
料

定

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
市

の
介
護
保
険
料
の
基
準
額

が
、
3
3
6
0
0
円
（
月
額

2
8
0
0
円
）
に
改
定
さ
れ
ま

す
。

　

た
だ
し
、
平
成
21
年
度
か

ら
の
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善

の
た
め
の
介
護
報
酬
改
定
に
よ

り
、
保
険
料
が
上
が
る
分
の
半

額
が
国
か
ら
特
例
交
付
金
と
し

て
交
付
さ
れ
る
た
め
、
平
成

21
年
度
は
3
2
4
0
0
円
（
月

額
2
7
0
0
円
）、
平
成
22
年

度
は
3
3
0
0
0
円
（
月
額

2
7
5
0
円
）
に
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
料
の
決
め
方

　

65
歳
以
上
の
人
の
保
険
料

は
、
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
費
用
な
ど
か
ら
算
出
さ
れ

た
﹁
基
準
額
﹂
を
も
と
に
、
皆

さ
ん
の
前
年
の
所
得
に
応
じ
て

決
ま
り
ま
す
。

保
険
料
の
段
階

　

平
成
20
年
度
ま
で
実
施
し
た

激
変
緩
和
措
置
が
終
了
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
険
料
が
上
が
る

人
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

段
階
な
ど
を
増
や
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
い
ま
ま
で
6
段

階
で
あ
っ
た
保
険
料
額
段
階
が

2
0
0
万
円
以
上

1
2
5
万
円
以
上

2
0
0
万
円
未
満

1
2
5
万
円
未
満

生活保護を受けている

同じ世帯に住民税を課税されている人がいる前年の合計所得金額が

第
4
段
階

基
準
額

3
2
4
0
0
円

第
4
段
階

基
準
額
×

0.87

2
8
1
0
0
円

第
7
段
階

基
準
額
×

1.50

4
8
6
0
0
円

第
6
段
階

基
準
額
×

1.25

4
0
5
0
0
円

第
5
段
階

基
準
額
×

1.12

3
6
2
0
0
円

第
3
段
階

基
準
額
×

0.75

2
4
3
0
0
円

第
2
段
階

基
準
額
×

0.50

1
6
2
0
0
円

第
1
段
階

基
準
額
×

0.50

1
6
2
0
0
円

所
得
段
階

基
準
額
に

対
す
る
割
合

年
間
保
険
料
額

前
年
の
合
計
所
得
金
額

＋
課
税
年
金
収
入
額
が

80
万
円
以
下

老齢福祉年金を受給している

前年の合計所
得金額＋課税
年金収入額が
80万円以下

あなたに住民税が課税されている

あなたの保険料段階を
� 確認してみましょう

7
段
階
8
階
層
に
な
り
ま
す
。

（
左
図
参
照
）

①
基
準
額
の
第
4
段
階
に
、
前

年
の
公
的
年
金
収
入
金
額
と
合

計
所
得
金
額
の
合
計
額
が
80
万

円
以
下
の
層
を
設
け
、
基
準
額

に
対
す
る
割
合
を
0
・
8�

7

と
し
、2
階
層
に
分
け
ま
し
た
。

②
本
人
の
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
人
の
段
階
に
、
前
年
の

合
計
所
得
金
額
1
2
5
万
円
未

満
の
段
階
を
設
け
、
基
準
額
に

対
す
る
割
合
を
1
・
1�

2
と

し
ま
し
た
。

保
険
料
を

　

納
め
な
い
で
い
る
と

　

滞
納
し
て
い
る
期
間
に
応
じ

て
次
の
よ
う
な
給
付
の
制
限
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
保
険
料

料
改
金

老齢福祉年金　明治44年₄月₁日以前に生まれた人などで、一定の所得がない人
や、他の年金を受給できない人に支給される年金
合計所得金額　収入金額から必要経費に相当する金額 （収入の種類により計算方
法が異なります） を控除した金額のことで、扶養控除や医療費控除などの所得控
除をする前の金額
課税年金収入額　国民年金･厚生年金・共済年金等課税対象となる種類の年金収
入額のこと。障害年金・遺族年金・老齢福祉年金などは含まれません
基準額　各段階で保険料を決める基準となる額のこと

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

香取市
基準額

32,400円

32,400円

33,000円

33,600円

県内平均
基準額

43,072円

44,095円

44,347円

44,585円

…いいえ…はい

■香取市と千葉県内平均の比較

は
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
い
。

1
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

費
用
の
全
額
を
い
っ
た
ん

利
用
者
が
負
担
し
、
申
請

に
よ
り
後
で
保
険
給
付
分

（
9
割
）
が
利
用
者
に
支
払

わ
れ
ま
す
。

1
年
6
カ
月
以
上
滞
納
し
た
場
合

保
険
給
付
の
一
部
又
は
全

部
が
一
時
的
に
差
し
止
め

と
な
り
ま
す
。

2
年
以
上
滞
納
し
た
場
合

利
用
者
負
担
が
1
割
か
ら

3
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
た

り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

介
護
福
祉
課　

☎
（50）
1
2
0
8

　

市
で
は
、
高
齢
者
を
介
護
す

る
家
族
に
対
し
、
次
の
よ
う
な

事
業
を
実
施
し
、
身
体
的
・
精

神
的
・
経
済
的
な
負
担
の
軽
減

を
図
っ
て
い
ま
す
。

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

介
護
す
る
家
族
を
支
援

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ

り
、
要
介
護
4
ま
た
は
5
に
認

定
さ
れ
た
在
宅
の
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
を
、
現
に
介
護
し
て

い
る
家
族
に
対
し
て
、
申
請
に

よ
り
月
1
5
0
0
0
円
ま
で
の

介
護
用
品
を
支
給
し
ま
す
。

居
住
費
・
食
費
の
軽
減

　

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
老
人
保
健

施
設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）

に
入
所
ま
た
は
短
期
入
所
す
る

際
、
所
得
に
応
じ
た
軽
減
制
度

が
あ
り
ま
す
。
対
象
者
は
本
人

と
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

の
人
で
、
居
住
費
や
食
費
の
利

用
者
負
担
額
に
対
し
段
階
ご
と

に
上
限
（
別
表
）
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
超
え
た
分
は
、
介

護
保
険
か
ら
給
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
軽
減
を
受
け
る
に
は
、

市
の
担
当
課
へ
申
請
し
て
﹁
介

護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
﹂

を
受
領
し
、
利
用
施
設
へ
提
示

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
認
定
を
受
け

て
い
る
人
も
、
6
月
30
日
㈫
で

期
限
が
切
れ
る
た
め
、
更
新
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
法
人
に
係
る
軽
減

　

社
会
福
祉
法
人
が
提
供
す
る

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

負
担
額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
適
用
さ
れ
る
の
は

自
治
体
に
申
し
出
の
あ
っ
た
法

人
で
、
対
象
者
は
本
人
と
世
帯

全
員
が
市
民
税
非
課
税
の
人
の

う
ち
、
特
に
生
計
が
困
難
で
あ

る
と
市
が
認
め
た
人
で
す
。（
別

の
軽
減
措
置
に
よ
り
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　

こ
の
申
請
に
は
、
収
入
等
申

告
書
の
ほ
か
、
世
帯
全
員
の
収

入
・
資
産
・
預
貯
金
や
扶
養
状

況
を
確
認
で
き
る
書
類
な
ど
が

必
要
な
た
め
、
事
前
に
市
の
担

当
課
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
﹁
社
会
福
祉
法
人
等

利
用
者
負
担
軽
減
対
象
確
認

証
﹂
を
お
持
ち
の
人
も
、
6
月

30
日
㈫
で
期
限
が
切
れ
る
た
め
、

更
新
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

介
護
福
祉
課　

☎
（50）
1
2
0
8

小
市
民
課　
　

☎
（82）
1
1
1
5

山
市
民
課　
　

☎
（78）
2
1
1
4

栗
市
民
課　
　

☎
（75）
2
1
1
7

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
軽
減
制
度

本人と世帯全員が市民税非課
税で、老齢福祉年金の受給者、
生活保護の受給者
本人と世帯全員が市民税非課
税で、合計所得金額＋課税年
金収入額が80万円以下の人

本人と世帯全員が市民税非課
税で、上記に該当しない人

本人か世帯員いずれかが市民
税課税者

ユニット型
個室

820円

820円

1,640円

1,970円

ユニット型
準個室

490円

490円

1,310円

1,640円

従来型
個室

490円
(320円)

490円
(420円)

1,310円
(820円)

1,640円
（1,150円）

多床室

0円

320円

320円

320円

食費

300円

390円

650円

1,380円

第1段階

第2段階

第3段階

【参考】

水準額

居住費
利用者負担段階

※（　）は、特別養護老人ホームと短期入所生活介護を利用した場合
※水準額は平均的なもので、実際は施設と利用者の間で契約により決められます

︱
更
新
申
請
受
付
中
︱

ご
存
じ
で
す
か
？

家
族
介
護
支
援
事
業

■利用者負担限度額（₁日あたり）

　…小見川区事務所　　…山田区事務所　　…栗源区事務所　　 　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP
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【行政情報】

　

市
長
へ
の
手
紙
（
メ
ー
ル
）

は
、
快
適
で
住
み
よ
い
香
取
市

を
つ
く
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
市
政
に
対
す
る
意
見
・

提
案
・
要
望
な
ど
を
お
聴
き
し
、

市
政
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
制
度
で
す
。

　

日
ご
ろ
、
皆
さ
ん
が
市
政
に

対
し
て
考
え
て
い
る
こ
と
や
感

じ
て
い
る
こ
と
、
お
気
づ
き
の

点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

手
紙
・
メ
ー
ル
の
出
し
方�

■
専
用
投
函
箱

　

市
役
所
・
各
区
事
務
所
の
１

階
に
専
用
投
函
箱
と
記
入
用
紙

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
封
書

　

記
入
用
紙
と
封
筒
（
料
金
受

取
人
払
）
を
、
市
内
の
全
郵
便

局
と
、
次
の
公
共
施
設
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

︻
佐
原
区
︼

　

佐
原
中
央
公
民
館
、
み
ず
ほ

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

︻
小
見
川
区
︼

　

小
見
川
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
さ
く
ら
館
）、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー

︻
山
田
区
︼

　

山
田
公
民
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー

︻
栗
源
区
︼

　

栗
源
公
民
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー

■
メ
ー
ル

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
﹁
市
長

室
へ
よ
う
こ
そ
﹂
コ
ー
ナ
ー
に

あ
る
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
送
信

し
て
く
だ
さ
い
。

HPhttp://www.city.katori.lg.jp/
gyousei/mayor/mail_index.html

■
そ
の
他

　

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
な
ど
で

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。﹁
市

長
へ
の
手
紙
﹂
と
必
ず
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

〒
2
8
7
︲
8
5
0
1　

香
取

市
役
所
﹁
市
長
へ
の
手
紙
﹂
係

�
�

（54）
7
1
4
0

意
見
に
対
す
る
回
答�

　

回
答
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
郵
送
に
よ
り
回
答
を
行
い

ま
す
の
で
、
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
を
必
ず
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

手
紙
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

担
当
課
か
ら
問
い
合
わ
せ
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
回

答
ま
で
に
数
週
間
程
度
の
時
間

を
要
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

回
答
の
公
開

　

市
長
へ
の
手
紙
（
メ
ー
ル
）

に
は
、
た
く
さ
ん
の
意
見
を
い

　

男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
女
性
も
男

性
も
、
一
人
ひ
と
り
が
家
庭
、
学
校
、

地
域
、
職
場
の
あ
ら
ゆ
る
場
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社

会
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
週
間
を
機
会
に
、
男

女
が
互
い
に
協
力
し
合
い
、
喜
び
も
責

任
も
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
い
き
い
き

と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
私
た

ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て

　

近
年
、
人
口
の
減
少
や
少
子
高
齢
社

会
が
本
格
化
す
る
な
か
、
景
気
の
後
退

な
ど
経
済
情
勢
も
悪
化
し
、
私
た
ち
を

取
り
巻
く
社
会
環
境
は
日
々
変
化
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
環
境
に
お
い
て
、

社
会
・
経
済
活
動
の
担
い
手
と
し
て
の

女
性
の
役
割
が
大
き
く
な
り
、
男
女
が

互
い
に
支
え
合
う
こ
と
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
り
組
み
が
大

切
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課�

☎
（50）
1
2
6
1

共
同
参
画　

新
た
な
社
会
の
パ
ス
ワ
ー
ド

6
月
23
日
㈫
か
ら
29
日
㈪
は
男
女
共
同
参
画
週
間

あ
な
た
の
声
で

香
取
市
を
創
る

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
と
、
そ
の
回
答
の
主
な
も
の

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、市
役
所
・

各
区
事
務
所
1
階
の
情
報
コ
ー

ナ
ー
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

　

市
政
に
関
係
の
な
い
内
容

や
、
個
人
・
団
体
を
誹
謗
中
傷

す
る
よ
う
な
意
見
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

　

申
請
・
手
続
き
な
ど
の
質
問

や
、
各
課
の
業
務
に
関
す
る
事

は
、
直
接
各
担
当
課
に
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見

な
ど
は
、
個
人
情
報
に
関
す
る

内
容
を
除
き
、
広
報
か
と
り
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

秘
書
広
報
課　

☎
（50）
1
2
0
4

　

高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
が
居

住
す
る
既
存
住
宅
を
、
平
成
19

年
4
月
1
日
か
ら
平
成
22
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
一
定

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を

行
っ
た
場
合
、
当
該
住
宅
に
係

る
固
定
資
産
税
が
翌
年
度
に
限

り
、
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
減
額
さ
れ
る
住
宅
要
件 

　

次
の
い
ず
れ
か
の
人
が
平
成

19
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
居
住

す
る
家
屋
（
貸
家
住
宅
除
く
）。

▼
65
歳
以
上
の
人

▼
介
護
保
険
で
要
介
護
認
定
か

要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
人

▼
障
害
者

　

ま
た
、
次
の
改
修
工
事
で
自

己
負
担
額
が
30
万
以
上
の
も
の

（
介
護
保
険
給
付
金
や
補
助
金

を
除
く
）。

▼
廊
下
の
拡
幅

▼
階
段
の
勾
配
緩
和

▼
浴
室
改
良

▼
便
所
の
改
良

▼
手
す
り
取
り
付
け

▼
床
の
段
差
解
消

▼
引
き
戸
へ
の
取
り
替
え

▼
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

■
減
額
期
間
と
税
額 

　

改
修
工
事
が
完
了
し
た
翌

年
度
分
に
限
り
、
当
該
住
宅

1
0
0
㎡
相
当
の
固
定
資
産
税

の
3
分
の
1
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

■
手
続
き

　

原
則
と
し
て
改
修
工
事
完
了

後
3
カ
月
以
内
に
、
税
務
課
へ

バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
改
修
工
事
で

固
定
資
産
税
が
減
額

関
係
書
類
を
添
付
し
、
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■
関
係
書
類

•
納
税
義
務
者
の
住
民
票
の
写

し�•
改
修
工
事
に
係
る
明
細
書

（
当
該
改
修
工
事
の
内
容
と
費

用
の
確
認
が
で
き
る
も
の
）�

•
改
修
工
事
箇
所
の
写
真�

•
領
収
書
（
改
修
工
事
費
用
の

支
払
い
確
認
が
で
き
る
も
の
）�

•
居
住
す
る
人
が
わ
か
る
書
類�

（
65
歳
以
上
の
人
の
住
民
票
の

写
し
、
要
介
護
、
要
支
援
認
定

者
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の

写
し
、
障
害
者
は
身
体
障
害
者

手
帳
）

※
工
事
内
容
を
示
す
書
類
は
、

建
築
士
、
登
録
住
宅
性
能
評
価

機
関
な
ど
の
発
行
す
る
証
明
で

代
替
可

問
い
合
わ
せ

税
務
課　
　
　

☎
（50）
1
2
4
2

（
た
だ
し
年
間
10
万
円
を
限
度
）

家
族
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
要

介
護
4
、
ま
た
は
5
に
認
定
さ

れ
た
在
宅
の
高
齢
者
（
65
歳
以

上
）
を
現
に
介
護
し
て
い
る
人

で
、
そ
の
状
態
が
1
年
続
き
、

そ
の
間
90
日
以
上
の
入
院
も
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
も
な
い
家

族
に
対
し
て
、
申
請
に
よ
り
年

額
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

は
い
か
い
高
齢
者
等

 

探
索
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

は
い
か
い
高
齢
者
な
ど
で
、

市
内
に
居
住
し
住
民
登
録
さ
れ

て
い
る
人
を
介
護
し
て
い
る
人

に
、
市
の
負
担
で
探
索
機
器
を

貸
し
出
し
ま
す
。（
要
申
込
）

　

な
お
、
月
々
の
利
用
料
な
ど

は
自
己
負
担
と
な
り
、
施
設
・

病
院
な
ど
に
入
所
・
入
院
し
て

い
る
人
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

介
護
福
祉
課　

☎
（50）
1
2
0
8

小
市
民
課　
　

☎
（82）
1
1
1
5

山
市
民
課　
　

☎
（78）
2
1
1
4

栗
市
民
課　
　

☎
（75）
2
1
1
7

　老朽化してい
る学校給食セ
ンターへの対応
と、児童生徒の
減少による将来
の適正規模を見
据えた施設整備
のため、市では、
学校給食センター統合整備事業を計画しています。
　計画では、最も新しい小見川学校給食センターの隣接市有
地に新しく共同調理場を建設し、₁センター₂調理場方式（統
合センター）とするものです。平成21年度に設計し、22年度
から23年度に工事、24年度からの供用開始を予定して事業を
進めていきます。
　新調理場の供用に伴い、佐原・山田・栗源学校給食センター
は停止し、統合センターで運営していきます。また、給食情
報を学校、家庭、地域に発信し、地産地消の推進と食育の充
実を図ります。
問い合わせ　学校教育課　☎(50)1239

香取市学校給食センター統合整備事業

　

市
の
介
護
保
険
料
（
以
下
保

険
料
）
は
、
今
ま
で
暫
定
賦
課

と
い
う
方
式
を
採
用
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
保
険
料
の
基

礎
と
な
る
所
得
が
確
定
す
る
ま

普
通
徴
収
の
納
期
が
変
わ
り
ま
す

平
成
21
年
度
介
護
保
険
料

で
の
間
、
暫
定
的
に
前
年
度
の

保
険
料
を
基
礎
と
し
、
賦
課
す

る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
前
々
年
の
所
得
が

多
く
、
前
年
の
所
得
が
少
な
い

場
合
に
過
大
算
定
さ
れ
る
な

ど
、
こ
の
制
度
へ
の
理
解
が
得

に
く
い
た
め
、
平
成
21
年
度
の

保
険
料
は
、
暫
定
賦
課
を
廃
止

し
、本
算
定
賦
課
の
み
と
な
り
、

納
入
通
知
書
を
7
月
に
発
送
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

介
護
福
祉
課　

☎
（50）
1
2
0
8

市
長
へ
の
手
紙
︵
メ
ー
ル
︶

平成20年度受付件数

メ ー ル

郵 送

フ ァ ク ス

専用ポスト

合　計
0 50 100 150 200

102

おいしい給食を
子どもたちに
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葉は相手へのプレゼント
教育講演会言

こ
ど
も
ニ
ー
ト
、
大
人
ニ
ー
ト 

タ
イ
プ
別
脱
出
プ
ロ
グ
ラ
ム

神
山
新
平
／
著

　

目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち

る
ニ
ー
ト
の
真
実
と
は
？

2
5
0
0
人
以
上
の
ひ
き
こ
も

り
、
ニ
ー
ト
を
取
材
し
た
著
者

は
、
本
業
の
か
た
わ
ら
彼
ら
の

社
会
復
帰
を
手
伝
っ
て
き
た
。

そ
の
体
験
に
基
づ
き
独
自
の

ニ
ー
ト
論
を
展
開
、
タ
イ
プ
別

に
社
会
復
帰
事
例
を
紹
介
。

環
境
汚
染
で
滅
び
な
い
た
め
に

　

生
物
学
者
の
目
か
ら
見
た
環

境
問
題

　

環
境
汚
染
が
進
む
理
由
に
は

﹁
生
物
学
の
原
理
﹂
が
働
い
て

い
た
!? 

人
類
が
生
き
延
び
る

唯
一
の
道
と
は
？ 

人
間
の
行

動
と
欲
望
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

生
物
学
者
の
立
場
か
ら
環
境
汚

染
を
解
説
し
、
そ
の
対
策
を
考

え
る
。

手
す
り
大
全

日
経
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
／
編

　

皆
さ
ん
に
読
ん
で
ほ
し

い
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
、
旅

行
記
や
絵
本
な
ど
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
本
を

紹
介
し
ま
す
。

今月のおすすめ

香
取
市
に
は
、
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
出
来
事
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。

こ
こ
で
は
、
そ
ん
な
ホ
ッ

ト
な
ま
ち
の
話
題
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

夢
と
希
望
で
新
た
な
歴
史

栗
源
小
学
校
で
開
校
記
念
式
典

　
﹁
新
﹂
栗
源
小
学
校
の
開
校
記
念
式
典
が
、

5
月
12
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
来
賓
、
保
護
者
、
児
童
、
住

民
の
皆
さ
ん
が
出
席
し
、
地
域
を
あ
げ
て
新

小
学
校
の
開
校
を
祝
い
ま
し
た
。

　

宇
井
市
長
は
、﹁
児
童
の
皆
さ
ん
に
は
、

こ
の
栗
源
小
学
校
で
、
新
し
い
歴
史
を
つ

く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
激
励
し
、
藤
崎

優ゆ
う

至じ

さ
ん
︵
6
年
︶
が
、
児
童
代
表
の
誓
い

の
言
葉
で
、﹁
3
校
の
仲
間
が
集
ま
り
、
授

業
や
部
活
動
な
ど
新
鮮
で
楽
し
い
こ
と
ば
か

り
で
す
。
新
し
い
歴
史
を
み
ん
な
で
つ
く
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
﹂
と
誓
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
児
童
に
よ
る
合
唱
や
創
作
和

太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
、
児
童
2
1
4
人
の

夢
と
希
望
を
の
せ
た
バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
が

行
わ
れ
、
新
栗
源
小
学
校
の
歴
史
を
一
つ
刻

み
ま
し
た
。

▲児童による合唱などを披露

佐
原
の
山
車
保
存
助
成
金
に
お
礼

ニ
チ
ュ
ア
山
車
を
寄
贈

ミ
　

㈶
東
日
本
鉄
道
文
化
財
団

か
ら
、
佐
原
の
山
車
保
存
整

備
事
業
実
行
委
員
会
に
助
成

金
が
贈
ら
れ
、
助
成
状
贈
呈

式
が
5
月
14
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

助
成
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
管

内
の
伝
統
文
化
を
守
る
こ
と

を
目
的
に
5
0
0
万
円
を
上

限
に
最
大
3
年
間
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

佐
原
の
山
車
整
備
へ
の
支
援

も
、今
回
で
3
年
目
を
迎
え
、

佐
原
の
山
車
保
存
整
備
事
業

実
行
委
員
会
で
は
、
支
援
の

お
礼
に
と
、﹁
ミ
ニ
チ
ュ
ア

山
車
﹂
を
贈
り
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
山
車
は
、
表

具
店
を
営
む
根
本
庄
司
さ
ん

︵
佐
原
イ
︶
が
制
作
し
た
も

の
で
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
本
社
役

員
室
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

₅月16日声のクラシックを
　アカペラグループ「Aura

（アウラ）」によるコンサー
トが佐原町並み交流館で行
われました。クラシックを
声だけで織りなす優美な歌
声に、聴衆は終始聞き入っ
ていました。また、コン
サート前には佐原中学校合
唱部も参加し、コンサート
の成功を願う歌を披露しま
した。

▲寄贈された高さ80㎝のミニチュア山車

▲助成状を受け取る
　菅井会長（左）

シャクヤクとともに心を育む
　｢人権の花運動｣ として、
佐原小、湖東小、小見川中
央小、小見川南小、山倉小
の児童が、校内に植栽した
シャクヤクの花が五月晴れ
の下、ピンクや白いきれい
な花を咲かせました。子ど
もたちは、活動を通し豊な
心をはぐくみ、命の大切さ
や優しい心を学びました。

　人を育てる上で基本となる
「思いやり」や「命の大切さ」
への理解を深めるため、教育講
演会が₅月23日、佐原文化会館
で開催されました。
　講師は、アニメ「サザエさん」
のマスオ役の声優である増岡弘
さん。声優業を通して学んだ「言
葉を大切にすることで人間関係
を育む」という内容で講演し、
聴衆は、おなじみの声と巧みな
話術に、時のたつのも忘れて聞
き入っていました。

▲巧みな話術で講演する増岡氏
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香
取
遺
産

　
﹁
地
味
﹂﹁
デ
ザ
イ
ン
の
邪
魔

者
﹂
と
思
わ
れ
が
ち
な
手
す
り

を
徹
底
解
剖
。﹃
日
経
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ュ
ア
﹄の
特
集
記
事﹁
さ

れ
ど
、
手
す
り
﹂
を
ベ
ー
ス
に

再
構
成
し
、﹁
標
準
的
な
﹂
手

す
り
の
デ
ィ
テ
ー
ル
や
事
故
・

判
例
な
ど
を
追
録
し
て
書
籍

化
。

お
お
き
な
カ
エ
ル

テ
ィ
ダ
リ
ク

加
藤
チ
ャ
コ
／
再
話
・
絵

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
昔
話
。

水
を
独
り
占
め
し
た
巨
大
な
カ

エ
ル
か
ら
水
を
取
り
戻
そ
う
と

す
る
動
物
た
ち
の
お
話
。
動
物

た
ち
の
ユ
ニ
ー
ク
な
作
戦
と
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
絵
が
見
ど
こ

ろ
。

5月の主な行動

東
部
五
市
体
育
大
会

元
の
意
地
で
戦
う

地

　

第
54
回
千
葉
県
東
部
五
市
体

育
大
会
が
5
月
17
日
、
香
取
市

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
天
気

で
し
た
が
、
県
東
部
に

位
置
す
る
5
市
︵
香
取

市
・
成
田
市
・
銚
子
市
・

旭
市
・
匝
瑳
市
︶
か
ら
、

各
市
を
代
表
す
る
約

2
0
0
0
人
の
選
手

が
出
場
し
、
23
種
目
の

競
技
で
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

香
取
市
は
、
陸
上
競

技
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男

子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女

子
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

▲優勝した女子バレーボール

▲優勝した男子バスケットボール

ル
男
子
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
の
5
種

目
で
優
勝
。
そ
の
ほ
か
の
種
目

で
も
健
闘
し
、
総
合
得
点
で
2

位
の
好
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

₅月26日珍しい『こんにゃく』の花
　下小野の菅佐原勇さん宅
の庭に、高さ₁ｍを超える

「こんにゃくの花」が咲きま
した。20年前に植えたこん
にゃくの種芋は、₅年前に花
を咲かせて以来しばらく花
を見ることはありませんで
したが、今年何とも奇妙な
色・形の花を再び咲かせま
した。花は、₅年に一度見
ることができるかどうかと
いう珍しいものだそうです。

₅月26日おもてなしのローズガーデン
　ローズガーデンウザワ（沢）
では、300種類を超えるバラ
が、₅月下旬に見ごろを迎
えました。オーナーの鵜沢さ
んは、美しいバラを見て喜ん
でもらいたいと、通路やベン
チなどを整備し、介護福祉施
設の入所者などを招待してい
ます。現在では評判が口コミ
で広がり、連日多くの人が訪
れる、隠れた人気スポットに
なっています。

「市内最古の貝塚」

鴇
とき　ざき

崎貝塚

▲鴇崎貝塚貝層断面

▲鴇崎貝塚近景

₃日㈷　第80回香取地域メーデー

₇日㈭　佐原商工会議所青年部定時総会

₈日㈮　香取学校保健会総会並びに講演会

₉日㈯　香取市体育協会総会

12日㈫　栗源小学校開校式

13日㈬　ゆめ半島ちば国体香取市実行委員会総会

　　　　水郷小見川観光協会総会

14日㈭　道の駅水の郷さわら出荷者協議会設立総会

15日㈮　小見川工業団地連絡協議会総会

19日㈫　社団法人佐原法人会通常総会／協同組合佐原信販定時総会

20日㈬　香取市肉牛生産組合総会

21日㈭　千葉県商工会議所女性会連合会通常総会

22日㈮　万世排水機場管理協議会総会／大須賀川・八間川排水整備促進協議会総会

　　　　香取市商工会通常総代会／香取市佐原商店会連合会定時総会

25日㈪　議会全員協議会

27日㈬　社団法人香取市シルバー人材センター通常総会

　　　　香取地区社会教育連絡協議会定期総会／香取市民ゴルフ大会表彰式

28日㈭　市議会臨時会／香取広域市町村圏事務組合臨時会

　　　　佐原の大祭実行委員会総会

29日㈮　香取市酪農組合総会／千葉県ボート協会総会

31日㈰　水防実技研修会／ごみゼロ運動

　

古
代
人
が
捕ほ
し
ょ
く食
し
て
捨
て
た
貝

殻
が
堆
積
し
て
い
る
遺
跡
を
貝
塚

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
縄
文
時
代
早

期
か
ら
出
現
し
、
弥
生
時
代
以
降

に
も
み
ら
れ
、
全
国
に
広
く
分
布

し
て
い
ま
す
。

　

貝
塚
に
は
、
貝
殻
に
含
ま
れ
る

カ
ル
シ
ウ
ム
成
分
に
よ
っ
て
動
物

や
魚
類
の
骨
や
骨
角
器
が
よ
く

残
っ
て
い
る
た
め
、
当
時
の
生
活

や
自
然
環
境
を
知
る
上
で
大
変
重

要
な
遺
跡
で
す
。

　

縄
文
時
代
の
貝
塚
は
、
全
国
で

3
千
余
り
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
6
百
以
上
が
千
葉
県
に

あ
り
、
そ
れ
ら
は
東
京
湾
沿
岸
と

利
根
川
下
流
域
に
集
中
し
て
い
ま

す
。
利
根
川
下
流
域
に
位
置
す
る

本
市
に
も
、
た
く
さ
ん
の
貝
塚
が

あ
り
ま
す
。

　

縄
文
時
代
は
、
草
創
期
・
早
期
・

前
期
・
中
期
・
後
期
・
晩
期
の
6

期
に
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県

内
の
貝
塚
の
大
半
は
中
期
か
ら
後

期
の
も
の
で
す
。

　

鴇
崎
貝
塚
は
、
鴇
崎
字
広
畑
に

あ
り
、
大
須
賀
川
を
望
む
台
地
の

東
斜
面
に
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
32
年
に
行
わ
れ
た
、
早
稲
田

大
学
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
数

少
な
い
早
期
の
貝
塚
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
昭
和
45
年
5
月
に
市

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
7
年
に
は
、
千
葉
県
教
育
委
員

会
が
県
内
主
要
貝
塚
発
掘
調
査
の

一
環
と
し
て
、
測
量
と
発
掘
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
2
度
の
調
査
で
、
貝
塚
は

東
西
11
ｍ
×
南
北
13
ｍ
、
厚
さ
1

ｍ
前
後
の
小
規
模
な
貝
塚
で
、
縄

文
時
代
早
期
で
も
早
い
時
期
に
形

成
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
規
模
は
小
さ
い
が
、
こ

の
時
期
の
貝
塚
は
全
国
で
も
数
が

少
な
く
、
神
崎
町
の
西
ノ
城
貝
塚

と
と
も
に
最
古
級
の
貝
塚
で
す
。

　

縄
文
時
代
早
期
末
か
ら
前
期
初

め
こ
ろ
に
は
、
地
球
温
暖
化
が

ピ
ー
ク
に
達
し
、
海
水
面
が
上
昇

し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
﹁
縄
文
海

進
﹂
で
す
。
最
近
の
調
査
で
は
、

海
岸
線
が
標
高
2.7
ｍ
前
後
ま
で
達

し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
徐
々
に
後
退
し
現
在
に

至
っ
て
い
す
。
鴇
崎
貝
塚
が
形
成

さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
、
海
水
面

が
上
昇
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
あ

た
り
ま
す
。

　

出
土
し
た
貝
類
は
、
ヤ
マ
ト
シ

ジ
ミ
な
ど
淡た
ん
す
い水
産
が
主
体
で
、
ハ

マ
グ
リ
な
ど
鹹か
ん
す
い水

（
海
水
）
産
も

少
量
見
ら
れ
ま
す
。
鴇
崎
貝
塚
を

残
し
た
人
々
は
近
く
の
河
川
を
中

心
に
漁ぎ
ょ
ろ
う撈
活
動
を
し
、
時
に
は
少

し
遠
出
を
し
て
海
の
貝
を
採
り
に

行
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

▲17日㈰  千葉県東部五市
体育大会開会式
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8
月
1
日
㈯
に
開
催
す
る
、

水
郷
お
み
が
わ
花
火
大
会
を
、

観
覧
席
に
て
ご
覧
に
な
り
た
い

人
は
、
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ

い
。

■
協
賛
金　

1
6
0
0
0
円

（
6
人
用
）

申
7
月
1
日
㈬
か
ら
小
ま
ち
づ

く
り
課
へ�

☎
（82）
1
1
1
7

　

現
在
、
交
通
事
故
の
多
発

や
外
科
手
術
な
ど
に
よ
り
、
多

量
・
長
期
に
わ
た
る
輸
血
を
必

要
と
す
る
患
者
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

血
液
成
分
の
結
果
を
通
知
し

ま
す
の
で
、
健
康
管
理
の
お
手

伝
い
に
も
な
り
ま
す
。

■
日
時
・
場
所

◇
6
月
22
日
㈪　

13
時
30
分
～

16
時　

山
田
区
事
務
所

◇
6
月
29
日
㈪　

10
時
～
11
時

45
分
、
13
時
～
16
時　

市
役
所

問
健
康
づ
く
り
課

��

☎
（50）
1
2
3
5

　

次
の
物
件
を
保
管
し
て
い
ま

す
。
心
当
た
り
の
人
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
拾
得
物
件　

木
造
船
（
全
長

約
3
・
7
ｍ　

最
大
幅
約
1
・

2
ｍ
）

■
拾
得
日　

平
成
21
年
5
月
19
日

■
拾
得
場
所　

香
取
市
小
見
川

寄
洲
地
先（
小
見
川
閘
門
付
近
）

利
根
川
左
岸　

河
口
よ
り
26
㎞

付
近

問
総
務
課�

☎
（50）
1
2
0
1

　

中
核
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
（
香
取
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。

通
称
、
香
取
ネ
ッ
ト
）
は
、﹁
福

祉
の
総
合
窓
口
﹂
で
す
。

　

児
童
か
ら
高
齢
者
ま
で
、﹁
誰

も
が
あ
り
の
ま
ま
、
そ
の
人
ら

し
く
地
域
で
暮
ら
す
﹂
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
を
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
。
3
6
5
日
24

時
間
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

北
1
︲
11
︲
18

■
主
な
相
談
内
容

▼
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
、

制
度
、
情
報
を
知
り
た
い
が
、

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い

▼
市
役
所
な
ど
の
窓
口
に
相
談

に
一
緒
に
い
っ
て
ほ
し
い

▼
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が
虐
待

を
受
け
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ど
こ

へ
連
絡
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

▼
近
所
に
生
活
に
困
っ
て
い
る

人
が
い
る
が
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
わ
か
ら
な
い

問
中
核
地
域
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
（
香
取
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

☎
（50）
2
8
0
0

�

（50）
2
8
8
1

　

千
葉
県
の
文
化
振
興
を
図
る

た
め
、
助
成
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

■
対
象　

基
礎
医
学
、
伝
統
芸

　…問い合わせ　　…申し込み　　…受け付け　　…応募 　　 …フリーダイヤル　　 …ファクス　　…メールアドレス　　…ホームページアドレスHP

【暮らしの情報】

能
、
伝
統
技
能
、
音
楽
・
演
劇
、

絵
画
・
工
芸
・
彫
刻
、
ス
ポ
ー
ツ

■
資
格　

県
内
在
住
者
、
研

究
・
活
動
の
場
が
県
内
に
あ
る

個
人
・
団
体

■
助
成
金　

1
件
あ
た
り

1
0
0
万
円
以
内

■
応
募
方
法　

8
月
3
日
㈪
ま

で
に
申
込
書
で
申
請

問
㈶
土
屋
文
化
振
興
財
団

☎
0
4
7
（
3
6
4
）
3
6
8
9

　

千
葉
県
で
は
、
香
取
市
所
在

の
県
有
財
産
を
入
札
で
売
却
し

ま
す
。
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず

参
加
で
き
ま
す
。

　

入
札
案
内
書
は
、
県
総
務
部

管
財
課
ま
た
は
、
県
民
セ
ン

タ
ー
（
事
務
所
）
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

千
葉
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
入
札
期
間　

6
月
29
日
㈪
～

7
月
10
日
㈮

■
物
件

◇
所
在
地　

香
取
市
佐
原
字
前

原
イ
2
7
5
4
番
2

◇
面
積　

4
3
0
・
6�

8
㎡

◇
地
目　

宅
地

◇
最
低
売
却
価
格　

9
4
3
万
円

◇
開
札
日　

7
月
17
日
㈮

※
最
低
売
却
価
格
以
上
で
か
つ

最
高
金
額
の
入
札
を
し
た
人
が

落
札
者
と
な
り
ま
す

問
千
葉
県
総
務
部
管
財
課
財
産

管
理
室

☎
0
4
3
（
2
2
3
）
2
0
9
2

　

千
葉
県
警
で
は
、
違
法
な
調

査
活
動
や
爆
発
物
な
ど
を
使
用

し
た
﹁
テ
ロ
、
ゲ
リ
ラ
﹂
事
件

を
引
き
起
こ
す
過
激
派
に
対

し
、
徹
底
し
た
取
り
締
り
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
非
公
然
ア

ジ
ト
や
非
公
然
活
動
家
を
発
見

し
、
検
挙
す
る
に
は
、
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可
欠

で
す
。

　

過
激
派
は
、
皆
さ
ん
の
周
辺

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
潜

ん
で
い
ま
す
。﹁
ア
レ
？
変
だ

な
﹂﹁
ど
こ
か
お
か
し
い
な
﹂と
、

思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ど
ん
な
こ
と
で
も
連
絡
・
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
香
取
警
察
署
☎
（54）
0
1
1
0

▼
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
犬
を
散
歩
さ
せ
る

場
合
は
、
犬
を
制
御
で
き
る
人

が
短
い
引
綱
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

散
歩
中
に
し
た
フ
ン
は
、
飼
い

主
が
責
任
を
持
っ
て
片
付
け
ま

し
ょ
う
。

▼
猫
は
屋
内
で
飼
う
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
猫
に
よ
る
他
人

へ
の
迷
惑
を
防
止
し
、
病
気
や

交
通
事
故
な
ど
か
ら
猫
を
守
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
動
物
は
責
任
を
も
っ
て
最
後

ま
で
面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。
ど

う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場

合
に
は
絶
対
に
捨
て
ず
に
、
保

健
所
ま
た
は
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
な
ど
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
香
取
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
香
取
保
健
所
）�☎
（52）
9
1
6
1

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

�

☎
0
4
7
6

（93）
5
7
1
1

お知らせ

親
子
と
成
人
の
保
健

　

健
診
の
対
象
地
区
は
、　
　

…

佐
原
・
栗
源
区
、　
　
　

…
小
見

川
･
山
田
区
で
、（　

）
内
は
対

象
者
の
生
年
月
日
で
す
。

■
4
カ
月
児
健
診

　
　

…
8
日
㈬ 

13
時
〜
13
時
30

分
（
平
成
21
年
2
〜
3
月
生
）

■
10
カ
月
児
健
診

　
　
　

…
22
日
㈬　

13
時
〜
13
時

30
分
（
平
成
20
年
8
〜
9
月
生
）

■
1
歳
6
カ
月
児
健
診

　
　

…
15
日
㈬　

13
時
〜
13
時
30

分
（
平
成
19
年
12
月
生
）

■
2
歳
児
歯
科
健
診

　
　

…
10
日
㈮　

13
時
〜
13
時
15

分
（
平
成
19
年
1
〜
2
月
生
）

■
3
歳
児
健
診

　
　

…
14
日
㈫　

13
時
〜
13
時
15

分
（
平
成
18
年
1
月
生
）

　
　
　

…
7
日
㈫　

12
時
30
分
〜

12
時
45
分
（
平
成
17
年
12
月
〜
18

年
1
月
生
）

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

　
　

…
2
日
㈭　

13
時
30
分
〜
13

時
50
分　

　
　
　

…
14
日
㈫　

12
時
30
分
〜

12
時
50
分

■
ポ
リ
オ
予
防
接
種

　
　

…
30
日
㈭　

13
時
30
分
〜
13

時
50
分　

　
　
　

…
15
日
㈬　

12
時
30
分
〜

12
時
50
分

個
別
予
防
接
種

※
市
内
契
約
医
療
機
関
で
接
種

■
三
種
混
合
予
防
接
種

■
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種

■
マ
マ
パ
パ
教
室
︵
要
申
込
︶

　
　
　

…
9
日
㈭
、
16
日
㈭　

13

時
〜
13
時
10
分

■
離
乳
食
教
室
︵
要
申
込
︶

　
　

…
17
日
㈮　

13
時
15
分
〜
13

時
30
分

■
定
期
健
康
教
育
・
相
談

　

血
圧
測
定
や
尿
検
査
、
子
ど
も

の
身
長
・
体
重
測
定
な
ど
を
行
い

ま
す

健
康
教
育
テ
ー
マ「
夏
の
健
康
法
」

　
　

…
1
日
㈬

　
　

…
2
日
㈭

　
　

…
3
日
㈮

　
　
　

…
6
日
㈪
い
ず
れ
も
9
時

30
分
〜
10
時
30
分

　
　

…
佐
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

…
小
見
川
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

…
山
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

…
栗
源
保
健
セ
ン
タ
ー

※
表
記
の
時
間
は
受
付
時
間
で
す

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課　

☎
（50）
1
2
3
5 

7月子
ど
も
の
健
診

子
ど
も
の
予
防
接
種

各
種
教
室
・
相
談

開
催
場
所

佐
原

小
見
川

佐
原

小
見
川

佐
原

佐
原

佐
原

佐
原

小
見
川

小
見
川

佐
原

佐
原

小
見
川

栗
源
山
田

佐
原

小
見
川

栗
源
山
田

小
見
川

　市では、環境省
などが主催する、
エコドライブコン
テストへの参加事
業者を募集しま
す。
　このコンテスト
は、エコドライブ
活動が全国に普及
することを目的とし、自動車を運転するドライ
バーと、その自動車を保有する企業の共働によっ
て大気汚染の防止を継続的に推進することを目指
しています。
　募集対象は、車両を保有する企業であれば、業
種にかかわらず日本全国どこからでも参加できま
す。エコドライブ活動に積極的に取り組んでいる
企業は、自社の取り組みの力試しとしてコンテス
トに応募してください。
■参加受付　₇月31日㈮まで
■参加費　無料
※詳細は、エコドライブコンテストのホームペー
ジをご覧ください
HP�http//www.ecodrivejp.com/

　市では、環境省が呼び掛ける「CO₂削減／ライ
トダウンキャンペーン」の「クールアース・デー
2009」に参加し、₆月21日㈰から₇月₇日㈫まで
ライトダウンをお願いしています。
　夏至の₆月21日に、「ブラックイルミネーショ
ン2009」、₇月₇日に「七夕ライトダウン」として、
20時から22時までの₂時間、市内のライトアップ
施設、広告灯、室内照明などを消灯する、ライト
ダウンにご協力をお願いします。
　また、期間中20時50分からの10分間だけでもラ
イトダウンにご協力ください。
※詳細は、クールアース・デーのホームページを
ご覧ください
HP�http://coolearthday.jp/

問環境安全課　☎(50)1248

エコドライブコンテスト

ライトダウン（一斉消灯）
にご協力を

献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

水
郷
お
み
が
わ
花
火

大
会
は
観
覧
席
で

6
月
は
動
物
の
正
し

い
飼
い
方
推
進
月
間

福
祉
の

総
合
相
談
窓
口

漂
流
物
の
持
ち
主
を

探
し
て
い
ま
す

文
化
活
動
に
助
成

過
激
派
ア
ジ
ト
発
見

に
ご
協
力
を

県
の
不
動
産
を

売
却
し
ま
す

暮
ら
し
の

情
報

2009. June

6
月

  1  2 3 4 5 6

 7  8  9 10 11 12 13

 14 15 16 17 18 19 20

 21 22 23 24 25 26 27

 28 29 30

小
見
川

佐
原
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7
月
17
日
㈮　

13
時
30
分
～

16
時　

酒
々
井
町
社
会
福
祉
協

議
会
（
酒
々
井
町
中
央
台
1
︲

28
︲
8
）

■
参
加
費　

無
料
（
手
話
学
習

会
は
初
参
加
時
テ
キ
ス
ト
代

1
0
0
0
円
）
申
込
不
要

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
千
葉
県
中
途
失
聴

者
・
難
聴
者
協
会
印
旛
香
取
事

務
所
事
務
局　

板
倉

☎

0
4
3
（
4
4
4
）
0
2
9
8

■
日
時　

7
月
12
日
㈰　

13
時

30
分
～
16
時
30
分

■
場
所　

佐
原
中
央
公
民
館
大

会
議
室

■
内
容　

ビ
デ
オ
上
映
﹁
て
ん

か
ん
の
検
査
﹂、
講
義
﹁
手
術

で
治
る
て
ん
か
ん
﹂　

講
師
：

県
立
佐
原
病
院
脳
神
経
外
科

峯
清
一
郎
氏

■
参
加
費　

2
0
0
円
（
資
料

代
。
日
本
て
ん
か
ん
協
会
会
員

【暮らしの情報】

交通事故 借金の整理
開所より約２年間で725件の相談実績

うち茨城県601件、うち千葉県38件

神栖ひまわり基金法律事務所
弁護士 稲葉　大和（茨城県弁護士会所属）

TEL０２９９（９１）１１７１（完全予約制）
茨城県神栖市大野原4-7-1
鹿島セントラルホテル本館8階 http://kamisuhimawari.com/

〈広告〉

市民活動推進課　☎(54)1138　　小自治振興課　☎(82)1112
山自治振興課　　☎(78)2111　　栗自治振興課　☎(75)2111

小見川区事務所　₆月24日㈬　 予約日₆月17日㈬
市役所　　　　　₇月₈日㈬　 予約日₇月₁日㈬
栗源区事務所　　₇月22日㈬　 予約日₇月15日㈬

●行政相談・人権相談
　₆月19日㈮　13時30分〜15時30分
　市民活動推進課　☎(54)1138
　₇月17日㈮　13時30分〜15時30分
　市民活動推進課　☎(54)1138　　小自治振興課　☎(82)1112
　山自治振興課　　☎(78)2111　　栗自治振興課　☎(75)2111
●消費生活相談　₉時〜17時
　市民活動推進課　₆月18日㈭・₇月₂日㈭・₉日㈭・16日㈭　
　☎(54)1138
　栗自治振興課　₆月25日㈭　☎(75)2111
●司法書士による法律相談　10時〜15時
　市役所　　　　₆月16日㈫・₇月14日㈫
　（予約者優先　市民活動推進課　☎(54)1138）
●交通事故相談（要予約）
　₆月23日㈫・₇月14日㈫　10時〜15時
●心配ごと相談　10時～15時
　社会福祉協議会本所　₇月₂日㈭　☎(54)4410

● 精神保健福祉相談(要予約)
　6月16日㈫・24日㈬・7月2日㈭・14日㈫　13時30分〜
● エイズ、クラミジア、梅毒、B型・C型肝炎検査(無料・要予約)
　₆月22日㈪・₇月13日㈪　13時〜14時受付
●配偶者からの暴力に関する相談(要予約)　毎週水曜日
　電話での相談(毎週月〜金曜日)　₉時〜17時　☎(52)9310
●女性のための健康相談(要予約)　₆月23日㈫　☎(52)9157

身近な相談室
市民相談 閉庁日を除く毎日　₈時30分～16時30分　

法律相談 市民対象　9時30分～14時　予約は市民活動推進課☎(54)1138
受付は予約日の8時30分から10人まで ☎(50)1261

そのほかの相談

千葉県香取健康福祉センターの相談　☎(52)9161

火葬
埋葬

〈広告〉

相談は無料です。安心してお気軽にお電話ください。

☎０４７８－７９－０３７０

円心司法書士事務所 代表司法書士

植野  玄治

円心で親身に
          応対します。
  きっと生活が楽になりますよ。

まぁるいこころ

民事裁判・不動産登記・会社登記・成年後見・相続・遺産分割・遺言・供託・告訴・告発・・・なんでもご相談ください。

秘密
厳守

千葉県香取市北三丁目12番地18 第一北新ビル2階（国道356号線沿い佐原消防署前）

え  ん し  ん

借金に関するご相談は土・日・祝日
電話対応中・毎日夜１2時まで受付

返済でお困りの方へ
一人で苦しまないで！
法律と私はあなたの味方です。

〈広告〉

　

毎
日
食
べ
る
食
事
は
、
健
康

な
体
と
心
を
つ
く
り
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、
日
ご
ろ
の
食
生
活

を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
毎
月
19
日
は
﹁
食
育

の
日
﹂
で
す
。

　

少
な
く
と
も
週
に
1
回
は
家

族
や
仲
間
と
楽
し
い
食
事
を
味

わ
い
ま
し
ょ
う
。

問
健
康
づ
く
り
課

�

☎
（50）
1
2
3
5

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

初
心
者
（
学
生
を
除
く
）

■
日
時　

7
月
11
日
㈯
～
8
月

9
日
㈰　

毎
週
土
・
日
曜
日
の

13
時
～
15
時

■
場
所　

香
取
神
宮
弓
道
場

■
定
員　

15
人

■
参
加
費　

2
0
0
0
円

■
服
装　

運
動
し
や
す
い
服
装

申
6
月
30
日
㈫
ま
で
に
体
育
協

会
佐
原
支
部
へ
☎
（55）
0
0
0
3

■
日
時　

6
月
25
日
㈭　

17
時
～

■
場
所　

県
立
佐
原
病
院
1
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
テ
ー
マ　

糖
尿
病
の
食
事
療

法
に
つ
い
て　

講
師
：
県
立
佐

原
病
院
栄
養
科
長�
片
野
聖
子

氏
、
内
科
部
長　

中
堀
進
氏

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

問
県
立
佐
原
病
院
☎
（54）
1
2
3
1

■
対
象　

ど
な
た
で
も
（
小
学

4
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
日
時　

6
月
28
日
㈰　

12
時

45
分
～
15
時

■
内
容　

カ
ヌ
ー
の
基
礎

■
参
加
費　

無
料

■
申
込　

当
日
受
付
に
て

問
千
葉
県
立
水
郷
小
見
川
少
年

自
然
の
家�

☎
（82）
1
3
4
3

■
対
象　

耳
の
不
自
由
な
人
の

ほ
か
、
ど
な
た
で
も

■
日
時
・
場
所

手
話
学
習
会

　

7
月
4
日
㈯　

13
時
30
分

～
16
時　

佐
倉
市
中
央
公
民
館

（
佐
倉
市
鏑
木
町
1
9
8
︲
3
）

※
耳
代
わ
り
の
要
約
筆
記
者
が

話
し
手
の
言
葉
を
要
約
し
て
書

き
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
で
ス
ク
リ
ー
ン
に

映
し
聞
こ
え
を
サ
ポ
ー
ト

手
話
サ
ロ
ン

　

手
話
と
筆
談
で
談
話
し
な
が
ら

手
話
読
み
取
り
の
勉
強
し
ま
す
。

講座
教室

6
月
は
食
育
月
間

は
無
料
）

申
日
本
て
ん
か
ん
協
会
千
葉
県

支
部
事
務
局　

末
廣

�

☎
0
4
3
8

（97）
4
3
0
0

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
と
香

取
圏
域
の
障
害
福
祉
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時　

7
月
5
日
㈰　

13
時

30
分
～
16
時

■
場
所　

山
田
公
民
館
ホ
ー
ル

■
内
容　

基
調
講
演　

講
師
：

大
熊
由
紀
子
氏
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム■
参
加
費　

無
料

申
香
取
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
（52）
9
9
2
0

�

（79）
9
1
9
9

■
日
時　

7
月
4
日
㈯　

18
時

30
分
開
場　

19
時
開
演

■
場
所　

山
田
公
民
館
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

無
料

■
出
演　

小
見
川
吹
奏
楽
団
、

山
田
中
学
校
吹
奏
楽
部

問
山
田
公
民
館
☎
（78）
4
4
3
1

■
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

■
日
時　

6
月
28
日
㈰　

9
時
～

■
場
所　

香
取
市
民
体
育
館

■
種
目　

男
女
シ
ン
グ
ル
ス
・

団
体
戦
・
男
女
シ
ニ
ア
（
60
歳

以
上
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
方
法　

6
月
20
日
㈯
ま

で
に
体
育
協
会
卓
球
部�

篠
塚

へ
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

〒
2
8
7
︲
0
0
0
3　

佐
原

イ
3
3
7
4�

�

（54）
3
4
7
7

問
体
育
協
会
佐
原
支
部

�

☎
（55）
0
0
0
3

■
日
時　

7
月
5
日
㈰
（
予
備

日
7
月
12
日
㈰
）　

受
付
8
時

15
分　

開
会
8
時
30
分

■
場
所　

く
ろ
べ
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

■
種
目　

男
子
・
女
子
シ
ン
グ

ル
ス

■
参
加
費　

1
0
0
0
円
、
高

校
生
以
下
5
0
0
円
（
当
日
受

付
支
払
い
）

申
6
月
25
日
㈭
ま
で
に
体
育
協

会
佐
原
支
部
へ

�

☎
（55）
0
0
0
3

■
日
時　

7
月
2
日
㈭　

9
時
～

■
集
合
場
所　

佐
原
中
央
公
民

館■
コ
ー
ス　

小
野
川
沿
い
～
観

福
寺
～
香
取
神
宮
～
香
取
駅

（
解
散
）
12
㎞

■
参
加
費　

5
0
0
円

問
東
総
歩
こ
う
会　

小
早
志

�

☎
（54）
2
4
6
7

■
日
時　

7
月
5
日
㈰　

8
時

～
（
毎
月
第
1
日
曜
日
）

■
場
所　

八
坂
神
社
境
内
（
水

郷
佐
原
山
車
会
館
隣
り
）

※
故
郷
産
品
（
食
料
品
、草
花
・

植
木
）
の
出
店
者
も
募
集
中

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
野
川
と
佐
原

の
町
並
み
を
考
え
る
会

�

☎
（52）
1
0
0
0

　経済センサス‐基礎調査は、商店や工場、
営業所、事務所、学校、旅館、学習塾、病
院、寺院など、すべての事業所が対象とな
る大規模な統計調査です。
　調査結果は、国や都道府県、市などがこ
れからの行政を考える重要な基礎資料とし
て活用されます。
　調査票が届きましたら、記入をお願いし
ます。調査員がお伺いした場合は、必ず「調
査員証」を携行していますので、安心して
ご協力をお願いします。
問企画政策課　☎(50)1206

これからの日本を考える
基礎になります

や
さ
し
い
カ
ヌ
ー

基
礎
編

香
取
の
障
害
福
祉
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

伊
能
ウ
ォ
ー
ク

市
民
卓
球
大
会

弓
道
教
室

県
立
佐
原
病
院

健
康
教
室

て
ん
か
ん
医
学

基
礎
講
座

手
話
学
習
会

手
話
サ
ロ
ン

シ
ン
グ
ル
ス

テ
ニ
ス
大
会

小
江
戸
さ
わ
ら
の

骨
董
市

サ
マ
ー
ナ
イ
ト

コ
ン
サ
ー
ト

催し

経済センサス−基礎調査にご協力を
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人口と世帯
₆月₁日現在
人　口／85,703人（−58）
　　　男42,361人（−28）
　　　女43,342人（−30）
世帯数／29,232戸（＋28）

【市民のひろば】

広報かとりは再生紙を使用しています

今月の納期限

 市県民税 （₁期）

　

文芸文芸
　

は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7

－

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
﹁
俳
句
﹂
ま
た
は
﹁
短
歌
﹂
の

係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
を
審
査
し
、
翌
月
号

に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選
者
に
よ
り
評
を
踏
ま

え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■作品募集

マ
ニ
キ
ュ
ア
の
紅
濃
き
レ
ジ
の
乙
女
よ
り
釣
銭
を
受
く

土
に
お
う
掌て

に�

山
本　

美
津
江
（
阿
玉
台
）

山
畑
の
雪
か
き
分
け
て
掘
り
し
な
ら
む
冷
気
ま
と
え
る

里
の
大
根�

長
嶋　

理
子
（
高
萩
）

水
無
月
の
雨
ま
た
楽
し
水あ

め
ん
ぼ馬

の
前
へ
前
へ
と
飽
く
こ
と

も
な
く�

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

還
暦
の
娘こ

が
孫
つ
れ
て
く
る
と
い
う
布
団
を
干
し
て
心

待
ち
に
す�

関　

ゆ
き
え
（
三
島
）

千
人
の
区
民
の
暮
ら
し
を
鞄
に
詰
め
重
き
を
抱い

だ

き
区
会

へ
向
か
う�

太
田　

正
彦
（
富
田
）

　

 

香
取
歌
壇 

稲
村　

恒
次
選

水み

張は
り

田だ

に
さ
ざ
波
た
て
て
風
通
り
団
地
の
影
の
白
く
揺

れ
合
う�

伊
藤　

か
つ
江
（
津
宮
）

評
・﹁
水み

張は
り

田だ

﹂
は
水
を
張
っ
て
あ
る
水
田
で
、
田
植
の
前
後
の
田

圃
を
い
う
。
俳
句
や
短
歌
の
用
語
ら
し
い
。
こ
こ
は
早
苗
田
と
見

た
い
。
水
に
投
影
す
る
団
地
の
影
が
さ
ざ
波
に
白
く
揺
れ
る
景
に

着
目
し
て
色
彩
感
も
広
が
り
も
あ
る
爽
や
か
な
一
首
。

　

 

香
取
俳
壇 

増
田　

斗
志
選

青あ
お
す
す
き芒

刃
物
の
よ
う
で
し
な
や
か
で

　
　
　
　
　
　
　
　

�

山
本　

美
津
江
（
阿
玉
台
）

評
・
こ
の
句
の
、
中
七
、
下
五
の
口
語
調
は
、
む
か
し
草
矢
を
飛

ば
し
て
遊
ん
だ
頃
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。
吹
く
風
も
ま
た
す

が
す
が
し
く
、
心
満
た
し
て
く
れ
る
も
の
が
あ
り
、
青
芒
の
実
態

感
が
よ
く
出
て
い
る
作
。

舟
音
を
消
し
て
浮
巣
に
近
寄
れ
り

�

郡　

千
恵
子
（
下
小
川
）

父
の
日
や
葉
書
百
枚
も
ら
ひ
け
り

�

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

咲
き
満
ち
て
花
の
包
め
る
大
鳥
居

�

越
川　

三
朝
（
府
馬
）

満
天
の
星
に
蛙
の
大
合
唱

�

小
松
原　

忠
（
府
馬
）

朝
涼
や
浪な

逆さ
か

の
浦
に
陽
の
昇
り

�

野
中　

松
市
（
一
ノ
分
目
新
田
）

₆月30日㈫

パパ 篤史さん
ママ 絵美さん

ママと一緒にメイクの
真似をしています♥ボ
タンも上手にできるよ !

小
こばやし
林�愛

まな
果
か

ちゃん（大根）

パパ 賢一さん
ママ 綾乃さん

大 好 き な ミ ッ キ ー に
ギュッしてもらったよ♪

田
た
辺
なべ
�姫
ひ な の
菜乃ちゃん（新部）

パパ 浩敬さん
ママ 明菜さん

お兄ちゃんと外での
水遊びが大好きです。

笹
ささもと
本�有

ゆう
那
な

ちゃん（佐原ニ）

パパ 幸夫さん
ママ 幸子さん

車とお外で遊ぶのが
大好きです♥

髙
たかしろ
城�昊

こうせい
聖くん（虫幡）

パパ 貴之さん
ママ 純子さん

我が家の癒し系です。♥

石
いし
毛
げ
�唯
ゆい
斗
と

くん（小見川）

　水と緑を生かした水生植物園の中に、
変わった名前の池があります。さて、何
と呼ばれている池でしょうか？

広報かとり₆月₁日号出題の解答です。　皆さんわかりました？

　あやめ祭り期間中に色とりどりの花をつける
『ハナショウブ』は、広い園内にたくさん植え
られていますが、花言葉は何でしょうか？

正解は ドーナツ池C
　ハナショウブの花言
葉は、『あなたを信じ
ます』でした。ほか
にも『優雅』という
花言葉もあるようで
す。₅月下旬から開花
して、あやめ祭りの期
間に次々と花を咲かせ
ます。その数はなんと
400品種・150万本です。

Vol.8

解答編

B

1歳
10カ月

パパ 法生さん
ママ 容子さん

お饅頭大好き ! 将来メ
タ ボ に 気 を つ け な く
ちゃ。

篠
しのつか
塚�奏

そう
汰
た

くん（多田）

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

1歳
10カ月

佐
原
小
学
校
郷
土
芸
能
部
の
演

奏
、
大
抽
選
会
な
ど

香
取
市
の
好
き
な
場
所

﹁
絵
画
作
文
展
﹂

　

イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
て
、
市
内

の
小
学
5
・
6
年
生
を
対
象
に

募
集
し
た
、
絵
画
や
作
文
の
展

示
を
行
い
ま
す
。

■
テ
ー
マ　

香
取
市
の
好
き
な

場
所

■
展
示
場
所　

佐
原
中
央
公
民

館
1
階
ロ
ビ
ー

■
展
示
期
間　

6
月
21
日
㈰
の

16
時
ま
で

問
㈳
佐
原
青
年
会
議
所

�

☎
（54）
2
2
4
4

企
画
政
策
課�

☎
（50）
1
2
0
6

管理栄養士／根本正枝（栗源病院）

川エビのつや煮

エビの水分だけで、
つや良く、煮上がり
ます。

⑪ 材料4人分
川エビ………… 250g
砂糖…………… 100g
塩…………大さじ1/2
酒……………… 少々

❶�エビはさっと洗い、
調味料と共に鍋に入
れ火にかける。

❷�煮たったら（エビが
赤くなったら）箸を
入れずに鍋をゆす
り、返しながら煮上
げる。

【作り方】

75kcal
塩分1.2g₁人分

　実は水生植物園の奥
のほうに、『ドーナツ
池』と呼ばれる池があ
ります。池には何があ
るのかな？ただ今『ア
ヤメ祭り』が開催中で
す。きれいなハナショ
ウブを見ながら、早速
確かめに行ってみよう。
パンフレットを見れば
場所が分かります。

あなたを信じます

　

㈳
佐
原
青
年
会
議
所
と
市
で

は
、
今
年
も
地
図
の
ま
ち
佐
原

2
0
0
9
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
地
域
と
子
ど
も
た

ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、﹁
フ

レ
ン
ド
パ
ー
ク
in
香
取
﹂
と
題

し
て
、
わ
ん
ぱ
く
公
園
で
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

6
月
21
日
㈰　

10
時

～
16
時
（
小
雨
決
行
。
雨
天
時
は

佐
原
小
学
校
体
育
館　

正
午
～
）

■
場
所　

わ
ん
ぱ
く
公
園
（
渕

岸
第
二
号
公
園　

北
2
︲
10�

入
場
無
料
）

■
内
容　

遊
び
体
験
ブ
ー
ス
、

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
ダ
イ
ナ
シ
ョ
ー

（
握
手
会
・
記
念
撮
影
あ
り
）、

地図のまち佐原2009

フレンドパーク
in香取

正解は

第15問 第16問

　

5
月
下
旬
、
道
の
駅
く
り
も

と
の
近
く
、
緑
の
風
景
の
中
に

華
や
か
な
色
彩
を
放
つ
場
所
が

あ
り
ま
し
た
。﹃
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ

ン
ウ
ザ
ワ
﹄
で
す
。
甘
い
香
り

に
誘
わ
れ
、
多
く
の
人
が
訪
れ

て
い
ま
し
た
。
お
伺
い
し
た
日

は
、
オ
ー
ナ
ー
に
招
待
さ
れ
た

介
護
福
祉
施
設
の
お
年
寄
り
も

来
園
。
広
い
通
路
や
休
憩
場
所

が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
し
か
も

無
料
。
ゆ
っ
た
り
と
気
軽
に
花

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の

配
慮
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
忘
れ
が

ち
な
﹁
心
遣
い
﹂
や
﹁
優
し
さ
﹂

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
魅

力
的
な
ガ
ー
デ
ン
で
す
。
来
年

は
、
皆
さ
ん
も
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。�

（
T
）


